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【バイオバンクでの検体・診療情報等の取扱い】 
 バイオバンクでは、お預かりした試料や診療情報等には特定の個人を直ちに識別できないよう加工を行い、ご協

力者の方の氏名や住所などが特定できない形にしたうえで、センター倫理委員会の承認を受けた各研究課題に対し

て払い出しを行っております。 

バイオバンクでの取扱いの詳細をお知りになりたい方は、下記バイオバンク事務局までお問い合わせください。 

 
 

【バイオバンク事務局】（応対可能時間：平日 9時～16時） 

電話：06-6170-1070（内線 31050） 

E メール：biobank-jimu@ml.ncvc.go.jp 

現在、移植医療部では、バイオバンクご協力者からいただきました検体・診療情

報等を使って、下記の研究課題を実施しています。 

 この研究課題の詳細についてお知りになりたい方は、下記の研究内容の問い合わせ担当者まで直接お問い合わせください。この
研究ではご提供していただいた試料等を用いて解析し、データとしてまとめるものであり、ご本人またはご家族の健康に関する新
たな結果が得られるものではありません。なお、この研究課題の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身がバイオバン
クに提供された検体・診療情報等を「この研究課題に対しては利用して欲しくない」と思われた場合には、バイオバンク事務局（末
尾）にてそのお申し出を受け付けておりますので、ご参加時にお渡ししました協力意思（同意）の撤回書をバイオバンク事務局ま
でご提出いただくか、もしくはバイオバンク事務局までその旨ご連絡下さい。 
 
【研究課題名】 
 心筋症、心筋炎及び心臓移植後患者を対象とした多層オミックス解析を用いた病態解明と予防・治療法開発

に関する研究 
 
【研究対象者】 
 ①心筋症、心筋炎及び心臓移植後の方 
②以下の過去に実施された研究に協力いただいた方 
・多層的疾患オミックス解析に基づく拡張型心筋症の創薬標的の網羅的探索を目指した研究 

・心筋組織試料の臨床オミックス検査への適用における品質標準化に関する研究 

・左室補助人工心臓装着を要する重症心不全患者を対象とした心不全リバースリモデリングの予測法の開発 

及び診断用マーカーの探索・評価に関する研究 

 ③当院で病理解剖を受けていただいた方 
 
【利用している検体・診療情報等】 
情報：ゲノム情報 
血液検体（DNA、RNA、血清、血漿）、心筋組織検体及び下記の診療情報 
患者情報：生年月日、診断時年齢、手術日、検体採取時（手術時年齢）、性別、居住国・国籍、身長、体重、疾

患名、既往歴、心停止歴、失神歴、家族歴、NYHA分類（心不全の重症度）、生活習慣、合併疾患、治療内容 
検査所見：一般的検査所見（血圧、脈拍、胸部レントゲン、心電図、心臓超音波検査、心臓カテーテル検査、

心筋シンチ検査、病理学的所見、血液検査データ（AST,ALT, ALP, γ-GTP、BUN, Cr、eGFR総蛋白、アルブミ

ン、ChE、PT-INR、BNP、CRP、CK-MB、トロポニンT）、心臓MRI 
検体情報：採取年月・日時、凍結・保存方法、摘出後凍結までの処理と時間 
心臓移植後患者については、追加で以下の項目 
心臓移植時の情報（心臓移植日時、体重、身長、BMI、各種ウイルス感染症の有無、心臓基礎疾患、心臓移植前

の補助人工心臓装着の既往の有無・種類、補助人工心臓に起因した感染症の有無、抗HLA抗体の有無、免疫抑

制薬の種類、ドナーの情報（年齢、性別、脳死の原因、既往歴、心肺蘇生の有無、画像検査（心臓超音波検査、

胸部 CT 検査、造影検査など）、心電図検査、各種ウイルス感染症、心臓移植施行時の心虚血時間、心保存法） 

 

【試料・診療情報の管理責任者】 

 国立循環器病研究センター 理事長 大津 欣也 

 

【利用の目的】（遺伝子解析研究： ○有  無 ）  

心筋症、心筋炎の発症と重症化及び心臓移植後患者の合併症発症の病態機序を解明し、それらの発症や重症化
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の診断マーカーを同定し、新たな治療法・予防法を開発すること。 
【共同利用研究機関・共同利用研究者】 

1. 京都大学 iPS細胞研究所 准教授 吉田善紀 

2. 大阪大学 心臓血管外科 名誉教授 澤 芳樹 

3. 大阪大学 微生物病研究所 准教授 中村昇太 

4. 東京大学 循環器内科 講師 野村征太郎 

5. 長崎大学 循環器内科 教授 前村浩二  

6. 滋賀医科大学 アジア疫学研究センター 特任教授 堀江 稔 

7. 京都大学 循環器内科 助教 牧山 武 

8. 長崎大学 原爆後障害医療研究所 教授 吉浦孝一郎 

9. 東京科学大学 統合研究機構 教授 田中敏博 

10. 大阪大学 遺伝情報学 教授 岡田随象 

11.   埼玉国際医療センター 教授 中埜信太郎 

12. MGeND ヒトゲノムデータベース 

 
【外部機関への情報等の提供】 
（共同研究機関で情報を共有する場合） 

試料・情報を、上記の研究機関で共有し、共同で研究を行います。共有する際は、あなたのお名前等は記載

せず、個人が直接特定できないようにします。 
提供方法：郵送・宅配、電子的配信（データにはパスワードを付与して開封者を限定します。） 

 
【利用期間】 
 研究許可日から2030年3月31日まで（予定） 
 
【研究責任者、および、研究内容の問い合わせ担当者】 
国立循環器病研究センター 移植医療部 塚本 泰正  電話 06-6170-1070  

 国立循環器病研究センター 創薬オミックス解析センター 山口 修 電話同上  
  
 



 

2025 年 6 月 

国立循環器病研究センターで実施された、以下の研究に御協力をいただいた患者様及びそ

のご家族様へ 

・多層的オミックス解析に基づく拡張型心筋症の創薬標的の網羅的探索を目指した研究 

・心筋組織試料の臨床オミックス検査への適用における品質標準化に関する研究 

・左室補助人工心臓装着を要する重症心不全を対象とした心不全リバースリモデリングの 

予測法の開発及び診断用マーカーの探索・評価に関する研究 

 

研究へのご協力のお願い 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、日常診療又はこれまでに御

同意いただいた研究で得られた以下の研究検体及び診療情報を研究データとしてまとめる

ものです。研究のために、新たな検査などは行いません。この案内をお読みになり、ご自身

またはご家族がこの研究の対象者にあたると思われる方で、ご質問がある場合、またはこの

研究に診療情報を使ってほしくないとのご意思がある場合は、遠慮なく下記の担当者まで

ご連絡ください。 

ただし、すでに解析を終了している場合には、研究データから情報を削除できない場合が

ありますので、ご了承ください。 

 

【対象となる方】 

以下の研究に御同意をいただいた方 

・ 多層的疾患オミックス解析に基づく拡張型心筋症の創薬標的の網羅的探索を目指した研究 

・ 心筋組織試料の臨床オミックス検査への適用における品質標準化に関する研究 

・ 左室補助人工心臓装着を要する重症心不全患者を対象とした心不全リバースリモデリング

の予測法の開発及び診断用マーカーの探索・評価に関する研究 

 

【研究課題名】心筋症、心筋炎及び心臓移植後患者を対象とした多層オミックス解析を用い

た病態解明と予防・治療法開発に関する研究 

 

【研究責任者】国立循環器病研究センター  

移植医療部 塚本 泰正   

 創薬オミックス解析センター 山口 修  

 



 

【研究の目的】心筋症、心筋炎の発症と重症化及び心臓移植後患者の合併症発症の病態機序

を解明し、それらの発症や重症化の診断マーカーを同定し、新たな治療法・予防法を開発す

ること。 

 

【利用する診療情報】 

【利用している検体・診療情報等】 

血液検体、心筋組織検体及び下記の診療情報 

患者情報：生年月日、診断時年齢、手術日、検体採取時（手術時年齢）、性別、居住国・国

籍、身長、体重、疾患名、既往歴、心停止歴、失神歴、家族歴、NYHA 分類（心不全の重

症度）、生活習慣、合併疾患、内服薬（エンレスト、ジャヌビア、フォシーガ、レバチオ） 

検査所見：一般的検査所見（血圧、脈拍、胸部レントゲン、心電図、心臓超音波検査、心臓

カテーテル検査、心筋シンチ検査、病理学的所見、血液検査データ（血算、肝酵素（AST,ALT, 

ALP, γ-GTP）、血清ビリルビン、腎機能（BUN, Cr、eGFR）、総蛋白、アルブミン、

ChE、PT-INR、BNP、CRP、CK-MB、トロポニン T）、心臓 MRI 

検体情報：採取年月・日時、凍結・保存方法、摘出後凍結までの処理と時間 

心臓移植後患者については、追加で以下の項目 

心臓移植時の情報（心臓移植日時、体重、身長、BMI、各種ウイルス感染症の有無、心臓基

礎疾患、心臓移植前の補助人工心臓装着の既往の有無・種類、補助人工心臓に起因した感染

症の有無、抗 HLA 抗体の有無、免疫抑制薬の種類。また、ドナーに関する以下の情報を研

究に用います。年齢、性別、血液型、身長、体重、HLA 抗原、外傷の有無、心肺停止の有

無、心肺停止の時間、既往歴（悪性腫瘍、心臓疾患、肺疾患、肝臓疾患、腎臓疾患、糖尿病、

その他）、脳死の原因、服薬状況、薬物依存の有無、手術歴、喫煙歴、飲酒歴、摘出条件、

承諾臓器、脈拍、体温、血圧、昇圧剤の有無、心臓移植時の心虚血時間、ドナー管理経過中

の以下の検査結果：一般検血、動脈血ガス分析、腎機能（入院時尿量・BUN・Cr、移植時

尿量・BUN・Cr）、肝機能（GOT、GPT、ALP、LDH、ChE、γ-GTP、TP、T-Bil、D-

Bil）、電解質（Na、K、Cl）、PT、APTT、ヘパプラスチンテスト、FDP、CPK、CPK-MB、

アミラーゼ、リパーゼ、Mg、HbA1c、各種感染症検査、血液培養（細菌・真菌）ドナー管

理経過中の血行動態、体温、尿量、電解質、水分出納、抗菌薬、昇圧薬、胸部 12 誘導心電

図、心移植前の心エコー、胸部レントゲン検査、冠動脈造影、胸部 CT、腹部 CT、その他

の臓器データ、遺伝子検査（心筋または血液）、血液検査（BNP、可溶性 ST2、VEFG、炎

症性サイトカイン（TNF-α、可溶性 IL-2 受容体、IL-6）） 

 

【外部機関への研究データの提供】 

 上記の診療情報、血液検体及び心筋組織検体を、次の研究機関に提供して、共同で研究を

進めます。 

・ 主な共同研究機関及び研究責任者 

1. 京都大学 iPS 細胞研究所 准教授 吉田善紀 

2. 大阪大学 心臓血管外科 名誉教授 澤 芳樹 

3. 大阪大学 微生物病研究所 准教授 中村昇太 



 

4. 東京大学 循環器内科 講師 野村征太郎 

5. 長崎大学 循環器内科 教授 前村浩二  

6. 滋賀医科大学 アジア疫学研究センター 特任教授 堀江 稔 

7. 京都大学 循環器内科 助教 牧山 武 

8. 長崎大学 原爆後障害医療研究所 教授 吉浦孝一郎 

9. 東京科学大学 統合研究機構 教授 田中敏博 

10. 大阪大学 遺伝情報学 教授 岡田随象 

11.  埼玉国際医療センター教授 中埜信太郎 

 

【生体試料・情報の管理責任者】国立循環器病研究センター 理事長 大津欣也 

 

【公的データベースへの提供】 

 上記の診療情報を以下の公的データベースに提供して未来の医療の発展につなげます。 

1.   MGeND ヒトゲノムデータベース 

 

【研究期間】研究許可日より２030 年 3 月 31 日まで（予定） 

 

【個人情報の取り扱い】 

 お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては厳重に管理を行い、学会や学

術雑誌等で公表する際には、個人が特定できないような形で使用いたします。また、心

臓移植に関連する研究については、臓器移植ネットワークの承認も得た上で管理し、公

表します。 

 

 

【問合せ先】 

国立循環器病研究センター 移植医療部 塚本 泰正  電話 06-6170-1070  

 国立循環器病研究センター 創薬オミックス解析センター 山口 修 電話同上  
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国立循環器病研究センターへ心臓をご提供いただきましたドナーの御遺族の方へ 

 

 国立循環器病研究センター（当院）では、ドナーの御厚意で成り立つ心臓移植医療の質

の向上を目的とした研究を実施しております。 

心臓移植医療の質の向上を図るための研究では、心臓移植のあっせん業務のために公益社

団法人日本臓器移植ネットワーク（臓器移植ネットワーク）から御提供いただいたドナーの

診療情報を利用させていただく必要がございます。心臓移植に関わる法令（「臓器の移植に

関する法律」）では、移植医療の性格にあわせまして、臓器提供者に関する情報と移植をお

受けになった患者に関する情報が相互に伝わることのないように注意を払うこととされて

おります。ドナーの遺族の方々に、当該ドナーから心臓移植をさせていただいた患者さんの

情報をお知らせすることはできません。当院では、「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」に基づきまして、ドナーに関する以下の情報を研究に用いますが、この情報は匿名

化し、個人を特定することができないように十分に配慮し、以下の項目を利用します。 

ご質問がある場合、またはこの研究に診療情報を使ってほしくないとのご意思がある場

合は、遠慮なく下記の担当者又は臓器移植ネットワークまでご連絡ください。お申し出によ

る不利益は一切ありません。ただし、すでに解析を終了している場合には、研究データから

情報を削除できない場合がありますので、ご了承ください。 

 

年齢、性別、血液型、身長、体重、HLA 抗原、外傷の有無、心肺停止の有無、心肺停止の

時間、既往歴（悪性腫瘍、心臓疾患、肺疾患、肝臓疾患、腎臓疾患、糖尿病、その他）、脳

死の原因、服薬状況、薬物依存の有無、手術歴、喫煙歴、飲酒歴、摘出条件、承諾臓器、脈

拍、体温、血圧、昇圧剤の有無、心臓移植時の心虚血時間、ドナー管理経過中の以下の検査

結果：一般検血、動脈血ガス分析、腎機能（入院時尿量・BUN・Cr、移植時尿量・BUN・

Cr）、肝機能（GOT、GPT、ALP、LDH、ChE、γ-GTP、TP、T-Bil、D-Bil）、電解質

（Na、K、Cl）、PT、APTT、ヘパプラスチンテスト、FDP、CPK、CPK-MB、アミラー

ゼ、リパーゼ、Mg、HbA1c、各種感染症検査、血液培養（細菌・真菌）ドナー管理経過中

の血行動態、体温、尿量、電解質、水分出納、抗菌薬、昇圧薬、胸部 12 誘導心電図、心移

植前の心エコー、胸部レントゲン検査、冠動脈造影、胸部 CT、腹部 CT、その他の臓器デ

ータ、遺伝子検査（心筋または血液）,血液検査（BNP、可溶性 ST2、VEFG、炎症性サイ

トカイン（TNF-α、可溶性 IL-2 受容体、IL-6）） 

 

臓器移植ネットワークにおけるドナーの個人情報の取り扱いに関しましては、臓器移植

ネットワークのホームページ上

（https://www.jotnw.or.jp/jotnw/law_manual/index.html）に掲載されております

ので、併せてご参考にしていただきますと幸いです。 

  

【個人情報の取り扱い】 

 お名前、住所などの個人を特定する情報につきましては、臓器移植ネットワークの承

認のもとで厳重に管理を行い、学会や学術雑誌等で公表する際には、個人が特定できな



いような形で使用いたします。 

 

なお、ドナーの情報を利用して行う心臓医療の質の向上を図るための研究は、当院のホ

ームぺージの「実施中の臨床研究」（https://www.ncvc.go.jp/research/clinical-

research/）及び臓器移植ネットワークホームページ（https://www.jotnw.or.jp/）に

掲載されている下記の研究課題が該当します。併せて御確認をいただきますと幸いです。 

 

○心筋症、心筋炎及び心臓移植後患者を対象とした多層オミックス解析を用いた病態解明と予防・治療

法開発に関する研究（研究責任者：移植医療部 部長 塚本 泰正） 

 

【問合せ先】  

国立循環器病研究センター 移植医療部 塚本 泰正 

創薬オミックス解析センター 山口修   

電話 06-6170-1070 （代表） 

住所 大阪府吹田市岸部新町 6 番 1 号 

https://www.ncvc.go.jp/research/clinical-research/
https://www.ncvc.go.jp/research/clinical-research/

